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第１節 計画の着実な推進と体制 

本計画は、鎌倉市が策定する行政計画として、計画の内容を調査・審議するため、鎌倉市地域福

祉計画推進委員会条例に基づく鎌倉市地域福祉計画推進委員会を設置し、計画の策定、進行管理等

を行います。あわせて、庁内において、鎌倉市地域福祉計画推進庁内連絡会を設置し、庁内各課と

連携・協議を行うとともに、鎌倉市地域福祉計画推進委員会と連携を図りながら本計画を着実に推

進していきます。 

 

（1）鎌倉市地域福祉計画推進委員会 

学識経験者や自治会・町内会、福祉関係団体等の団体からの推薦者及び公募による市民により

構成され、本計画の策定、進行管理を行います。 

（2）鎌倉市地域福祉計画推進庁内連絡会 

地域福祉に関連する各部の次長級で構成され、本計画に係る協議などを行います。 

 

＜附属機関＞                ＜庁内連絡会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局   健康福祉部 福祉総務課 

                      （本計画策定時の構成） 

【委員長】 

・学識経験者 

【副委員長】 

・市社会福祉協議会 

【委員】 

・自治会・町内会 

・民生委員児童委員 

・高齢者団体 

・障害者団体 

・子ども・子育て関係団体 

・公募市民（３人） 

 

（幹事） 

 庁内連絡会委員のうち（幹事）

の表記のある者 

 

 

 

②鎌倉市地域福祉計画 
推進庁内連絡会 

①鎌倉市地域福祉計画 
推進委員会 

【会長】 

・健康福祉部次長（幹事） 

【副会長】 

・市民生活部次長（幹事） 

・こどもみらい部次長（幹事） 

【委員】 

・共創計画部次長（幹事） 

・総務部次長 

・防災安全部次長（幹事） 

・健康福祉部次長（幹事） 

・環境部次長 

・まちづくり計画部次長 

・都市景観部次長 

・都市整備部次長（幹事） 

・教育部次長（幹事） 

・消防本部次長 
 

連
携 
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第２節 計画の点検と充実 

本計画の推進にあたり、社会福祉法第107条第３項の規定に基づき、調査、分析及び評価を行い、

計画の進捗状況を把握しながら、必要があると認めるときは修正し、地域福祉推進の一層の充実を

図ります。 

 

 

 

図 ＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

想いをプランに

計画を立てる 

プランを動きに 

計画を実施・ 

実行する 

動きを仕組みに 

行動を点検・評価する 

仕組みをプランに 

処置・改善して 

次につなげる 


